
14 貸切バス制度改正に係る運用について 

【国土交通省】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（県所管部局）観光部 

≪提案・要望事項≫ 

    貸切バスの制度改正により、貸切バスツアー料金が値上がりするとともに、これま

で日帰りが可能であった地域からのバスツアーが催行されにくくなるなど、県内観光

事業に大きな影響が出ている。 

    貸切バスの安全・安心確保には十分な配慮をしつつ、運行行程の途中で乗客が観光

を行う際に、運転手が一定のまとまった休憩を取ることができる場合があるなどの貸

切バスの運行実態に応じた、きめ細かな運用について研究・検討を行うこと。 

 

 

 

    また、今回の制度改正による観光事業者等への影響を十分把握するとともに、影響

を受けている地域に対し、適切な対策を講ずること。 

≪提案・要望の考え方≫ 

 

【現況、課題等】 

１ 高速ツアーバス事故の発生を契機に、貸切バス制度の見直しが行われ、交替運転 

者の配置基準の改正（H25.8～）及び運賃・料金制度の改正（H26.4～）が実施され

た。 

２ これらの制度改正により、貸切バスツアー料金が値上がりするとともに、これま

で日帰りが可能であった地域からのバスツアーが催行されにくくなったほか、周遊

地点数や滞在時間の減少傾向が生じ、県内観光事業に大きな影響が出ている。 

３ 一方で、貸切バスの運行実態は、運行途中で乗客が観光などを行う際に運転者が

一定のまとまった休憩がとれるといった特性がある。 

４ 貸切バスの安全・安心確保には十分な配慮をしつつ、このような貸切バスの運行

実態に応じた、きめ細かな運用について研究・検討を行うよう要望する。 

５ また、今回の制度改正による影響の全国的な把握は行われておらず、影響を受け

ている地域に対する適切な対策を講ずるよう要望する。 

 

【長野県内の取組】 

１ 県において、大都市圏の旅行事業者や消費者に対する実態調査を実施したところ。

この調査結果等を踏まえて、市町村等とともに新たな誘客促進策に取り組んでいく。 

２ 地域消費喚起・生活支援型交付金を活用し、出発地の変更や鉄道と組み合わせるな

どの「新たな」バスツアー商品の造成を行う旅行事業者に対して支援を行う。 

 

運行行程の途中で、運転手専用の休憩施設が整備されている場合など 

⇒ 交替運転手の配置基準（500km/日）の緩和ができないか研究・検討 



【参考】 

 

 １ 現 状・課 題 

＜高速ツアーバス事故を受けた貸切バスに係る制度改正＞ 

①交替運転者の配置基準の見直し（Ｈ25.8～）  ②運賃・料金制度の見直し（H26.4～） 
・１運行(昼間) 670 ㎞/日 ⇒ 原則 500 ㎞/日   ・出庫前・帰庫後点検の各１時間を時間制 

運賃にプラス、届出運賃の審査を厳格化 

 

 

 

◆ ワンマン運行距離の縮小、運賃の上昇など運送コスト増大により、バスツアーが減少 

◆ バスを利用した日帰り旅行の多い地域の観光施設等では、入込客数・売上が減少 
 

 

 

 
 
 
 

２ 今後の対応 
 
（１） 国に対して運用の見直し等を提案・要望 

貸切バスの運行実態を考慮したきめ細かな運用が検討できないか、また、制度改正の趣旨を

広く消費者に周知するよう、国に対して引き続き、提案・要望。 

 

（２） 貸切バスをめぐる現状調査及び今後の対応策についての提案 

     委託先：（株）JTB 総合研究所 

     【現状調査結果】  ・日帰りツアーは単価が 1,000 円～4,000 円の値上げ 

                            ・出発地から 160km のエリアは日帰りツアーの設定が困難 

     【今後の対応策】 ・大都市圏からの距離に応じた効果的な情報発信 

              ・長野県に泊まって楽しむ提案、高級感のあるプレミアムバスツアー                    

               の造成、エリア内フリーパスの活用 等 

         

（３） 制度改正に対応した「新たな」貸切バスツアーに対する助成 

貸切バス運賃制度改正に対応し、新たな視点での工夫を加えた貸切バスツアーを行う旅行会

社に対し、地域消費喚起・生活支援型交付金を活用して助成。 

○助成対象例：・出発地を目的地に近づけ、従来催行していない出発地から催行するもの 

       ・行程の一部に鉄道を利用するもの 

       ・日帰りで催行していたものを、宿泊を伴うものに変更するもの など 

○助成額：①～③の合計額 

      ①基礎助成   日帰りツアー 20,000 円/1 台 １泊ツアー 40,000 円/1 台 

      ②送客実績助成 送客１人につき 1,000 円 

      ③長野県内の土産物店等で利用できるクーポンを発行する場合は、額面 2,000

円以上のクーポン１枚の使用につき 1,000 円 

※観光事業者へのアンケート調査 
（H25.11～H26.1） 

・（貸切バスの）周遊箇所から外れた：21/60 か所（35.0%） 
・滞在時間が短縮された：13/60 か所（21.7%） 

 ※市町村へのアンケート調査 
（H26.10～H26.11） 

・貸切バスの来訪が減少した（34/77市町村 44.1%） 


